
特定非営利活動法人 いわてＮＰＯセンター 



特定非営利活動法人 いわてＮＰＯセンター 

平成15年度活動報告 

 1 

【事業項目】 

１ 中間支援事業部 

（１）サポートルーム事業 

① いわてＮＰＯサポートルーム事業 

② 勤労者マルチライフ支援事業 

③ 気仙健康・長寿の里構想協働推進員育成支援事業 

④ とーばんがんばれＮＰＯプロジェクト 

⑤ 公益信託いわてＮＰＯ基金サポート業務 

⑥ さわやか子ども教室事業 

〈自主事業〉 

⑦ ＮＰＯサロン 

（２）セミナー事業 

① 地域人材育成モデル事業 

② 地域人材育成モデル事業フォローアップ事業 

③ 盛岡市民協働フォーラム開催事業 

④ 生涯学習分野におけるＮＰＯ支援事業 

〈自主事業〉 

⑤ ＮＰＯ講座 

⑥ ＮＰＯフェスタ 

（３）雫石ＮＰＯ事業 

① しずくいしデマンドタクシー導入ＰＲ準備業務委託事業 

② しずくいしデマンドタクシー運営業務委託事業 

〈自主事業〉 

③ ＮＰＯ講座 

 

２ 地域振興事業部 

（１）地域振興事業 

① 「体験メニューテストマーケティング事業」（雫石） 
② グリーン・ツーリズム体験メニュー策定事業「とーばんふうどくらぶ」 

③ 材木町地区地域の景観点検実施業務 

④ フォレストサービスイベント事業 

（２）グリーン・ツーリズムサポートセンター事業 

① いわてグリーン・ツーリズム推進月間ＰＲキャラバン業務 

〈自主事業〉 

② グリーン・ツーリズムサポートセンター 

（３）地産地消レストラン事業 

〈自主事業〉 

① いさみや事業 

（４）ギャラリー事業 

〈自主事業〉 

① ギャラリー以沙美屋事業 

② 市民ギャラリー事業 

 

３ 政策提言事業 

① ＮＰＯ活動拠点調査事業 

② 土砂災害危険防止施策住民意識調査業務 
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【事業内容】 

１（１）① いわてＮＰＯサポートルーム事業 

 

１ 事業発注者  岩手県地域振興部地域企画室 

 

２ 事業期間   平成16年4月1日～平成17年3月31日 

 

３ 総括 

今年度から県担当者及びボランティア活動振興センターとの定例会議を実施して

いる。これにより、今まで良く分からなかったボランティア活動振興センターの様子

が分かり、サポートルーム業務について考える機会となった。 

サポートルームの運営の中で、情報収集・提供のノウハウを身につけ、他団体との

ネットワークを構築することが、今後のサポートルームを運営する上で重要と考える。 

 

４ 事業目的 

岩手県内におけるＮＰＯ活動やボランティア活動など、県民が行う社会貢献活動の

活性化を目的に、ＮＰＯの組織運営や法人設立に関する相談対応、県民へのＮＰＯ活

動の啓発、ＮＰＯに関する情報の収集・提供、ＮＰＯ活動や市民・企業・行政の交流

連携促進の拠点となる場所の提供等を行うため、「いわてＮＰＯサポートルーム」の

管理運営を行う。 

 

５ 事業概要 

（１）相談業務 

（２）ホームページ、メールニュース、情報ボード等を活用した情報収集・提供 

（３）ミーティングルームの貸出 

 

６ 実施内容 

開館時間：月曜日から金曜日の9時から18時 

（１）相談業務 

（２）ホームページ、メールニュース、情報ボード等を活用した情報収集・提供 

（３）ミーティングルームの貸出 

 

７ 成果 

相談に対応することによって、スタッフ自身にＮＰＯに関するノウハウや知識が

身についてきている面があり、この事業の大きな成果といえる。 

   また、サポートルームの利用を通して、新たな団体や個人とのつながりが生まれ

ていることも成果である。 

   今年度から開始した、県担当者、ボランティア活動振興センターとの三者会議の

実施により、お互いの活動内容や県の意向などの様子が分かり、サポートルーム業

務を再検討する機会になった。 

 

８ 課題 

（１）より効果的な情報発信の手法の検討と県内へのＮＰＯ活動の普及啓発の推進 

（２）ＮＰＯ団体とのネットワークの構築と連携による情報収集機能の向上 

（３）スタッフの専門的なノウハウ（労務、税務、会計等）の習得 

（４）ＮＰＯ活動の実施者が必要とするニーズ調査 

（５）ＮＰＯ活動の支援に必要と考えられる講座の内容やサービス等の事業内容を検

討する。 
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１（１）② 勤労者マルチライフ支援事業 

 

１ 事業発注者  （財）さわやか福祉財団、厚生労働省 

２ 事業期間   平成16年4月1日～平成17年3月31日 

３ 総括 

当該事業の主旨をスタッフ全員に徹底し、各自が事業に対するミッションを持つこと

にエネルギーを割いた。しかし、ボランティアについて再考したことは今後の事業運営

上有意義であったと考える。 

今後の実施事業をボランティアバンク設立、企業と連携につなげるよう事業を実施し

ていく。 

４ 事業目的 

（１） 退職者を含む勤労者へのボランティア活動への参加意欲の喚起 

（２） 経営者団体およびＮＰＯ団体、ボランティア支援団体を中心とした関係者間の連

携体制の整備 

（３） ボランティア活動に参加するためのきっかけづくり 

（４） ＮＰＯとボランティアを結びつけるシステムづくり 

５ 事業概要 

（１）ボランティア受け入れ団体を対象としたアンケート調査に基づくヒアリング調  

査の実施 

（２）「勤労者ぼらんてぃあ・ねっと」へのデータ入力、公開、更新及び相互リンク 

（３）勤労者ボランティア講習の実施 

（４）企業とボランティア受け入れ団体との情報交換会の開催 

（５）ボランティア体験プログラムの提供及び実施 

（６）ボランティア受入れ団体を対象とした講習会 

（７）顕彰事業「ワンモアライフ勤労者ボランティア賞」の促進 

（８）本事業の周知と広報活動 

（９）推進地域協議会の開催と3団体の連携 

６ 実施内容 

 （１）ＮＰＯ法人へのボランティア受入に対するアンケート調査（20団体） 

 （２）企業及び団体の社会貢献活動に関するヒアリング調査（20団体） 

 （３）ボランティアセミナー 

 （４）ボランティア受入講座 

 （５）チラシ、ポスター、パンフレット等の配布による事業のPR 

 （６）いわて健康チャリティーウォークにおけるブース設置 

７ 成果 

他の実施団体（岩手県経営者協会、岩手県社会福祉協議会）との連携体制が構築され

つつあることは成果として挙げられる。 

８ 課題 

（１）勤労者への情報伝達手段の構築 

（２）企業との連携による勤労者のボランティアニーズの把握 

（３）ボランティアとＮＰＯのマッチングシステムの構築 

（４）岩手県全域での事業PRと事業の推進 
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１（１）③ 気仙健康・長寿の里構想協働推進員育成支援事業 

 

１ 事業発注者  岩手県大船渡地方振興局保健福祉環境部 

２ 事業期間   平成16年5月12日～平成17年3月31日 

３ 総括 

ＮＰＯ担当とは異なる部署でのＮＰＯ講座の実施という中で、明確な事業目的

を打ち出すことが難しく、その結果が受講者の減少という形で現れたと考える。 

新しくＮＰＯ活動の人材を発掘・育成していくと同時に、既存のＮＰＯ法人と

の連携を取った事業展開にすることによって、気仙管内のＮＰＯ活動の普及啓発

とネットワークづくりに有効と考える。 

４ 事業目的 

平成13年度に策定した気仙健康・長寿の里構想の理念である、子どもから高齢

者までいきいきと暮らす地域社会を創造することを目的とする。 

（１） ＮＰＯ活動のリーダー的人材の育成及びＮＰＯ団体の育成 

（２） ＮＰＯ活動団体のネットワークの形成に伴う団体間の人的交流及び連携によ

るＮＰＯ活動の活性化 

５ 事業概要 

（１）ＮＰＯ基礎講座（開講式、講座4回、意見交換会） 

ＮＰＯ活動を行う上で必要な運営に関わる基礎知識を習得させる。 

（２）スキルアップワークショップ（グループワーク3回、イベント企画ワーク3回）

ＮＰＯ活動に必要な実践ノウハウ（助成金等活動資源等の確保）の習得を図る。 

（３）イベント開催について（イベント開催、交流会） 

受講者によるイベント開催の企画・運営により、イベント開催のノウハウを習

得させる。また、イベントを通して、気仙管内のＮＰＯ団体の交流を図る。 

６ 実施内容 

（１）講座 

開催日 場 所 内 容 参加者数 

6月30日 カメリアホール 開講式 28名 

7月14日 カメリアホール ＮＰＯってなんだろう 25名 

8月4日 大船渡地方振興局 ＮＰＯとミッション 21名 

8月18日 大船渡地方振興局 ＮＰＯ法人の運営につい

て 

16名 

9月8日 カメリアホール 助成金申請について① 16名 

9月30日 大船渡地方振興局 助成金申請について② 11名 

７ 成果 

通信を作成することにより、講座の復習を兼ねて講座内容を振り返ることがで

きている。また、通信を作成するために、受講者アンケートを見直すなどするこ

とで、アンケートが講座運営に有効に活用されている。また、受講者が通信の到

着を待っている雰囲気もあり、受講者フォローの役割を担っていることから、今

後の講座実施には、必須項目になると考える。 

また、通信作成により情報伝達のスキルの向上も見られる。 

８ 課題 

目的達成に向けた講座内容を構成したものの、募集の段階で講座開催の目的を

明確に打ち出さなかったことにより、受講者の社会貢献活動に対する意識や受講

意欲にばらつきがあり、受講者全員が満足する講座内容にならなかったことが受

講者の減少につながったと考える。受講者募集の時点での明確な事業目的を打ち

出す必要があると考える。 

今後行うイベント開催で、行政職員を含め、気仙管内のＮＰＯ活動の普及・啓

発を推進すると共に、リーダー的人材の育成を行う。 
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１（１）④ とーばんがんばれＮＰＯプロジェクト事業 

 

１ 事業発注者  岩手県千厩地方振興局企画総務部 

２ 事業期間   平成16年7月14日～平成17年3月31日 

３ 総括 

新しい試みである通信の作成も定着し、受講生の反応も良いことから、今後、講

座を実施するうえでのポイントになると考える。 

受講者の中からＮＰＯ法人設立の動きもあり、東磐井地域におけるＮＰＯ活動の

育成、支援が少しずつ見える形に表れてきたと考える。 

加えて、町村職員の参加もあり、県民へのＮＰＯ活動の育成・支援とともに、行政

職員に対してＮＰＯの啓発が実施されていることは、県内のＮＰＯ活動を推進して

いく上で重要と考える。 

４ 事業目的 

（１）ＮＰＯ人材育成 

管内のＮＰＯの底上げを目的として、ＮＰＯのスタッフとして中心的な役割を担

う人材を育成する。 

（２）ＮＰＯの強化 

行政とＮＰＯとの協働の基盤整備を目的として、管内に「行政との協働」や「公

共施設管理運営」の受け皿となる力のあるＮＰＯを育成する。事業の成果として、

管内各町村に1つ以上、それぞれの町村の特色を有したＮＰＯ法人が設立されるこ

とを目指す。 

５ 事業概要 

(１) ＮＰＯ基礎講座 

① ＮＰＯ基礎知識の修得を目的としたＮＰＯ基礎講座の開催（全4回） 

② イベント開催ノウハウの修得を目的としたイベントの企画・運営（全7回） 

(２) ＮＰＯ実践講座（協働及び公共施設管理運営の受け皿となるＮＰＯ育成）：『公

共施設管理運営民営化実践研究』 

① 先進事例調査分析、管内公共施設の洗い出し、運営内容の検討（全10回） 

② イベントでの研究成果発表 

（３）講演会 

中山間地域の活性化をテーマとし、東磐井地域の活性化を促進するため実施す

る。 

６ 実施内容  

開催日 時 間 場 所 内 容 参加者数 

基礎講座 ＮＰＯとは 13名 
8月19日 

実践講座 
千厩地方振興局 

ＮＰＯ入門講座 11名 

基礎講座 ＮＰＯとミッション 10名 
9月9日 

実践講座 
千厩地方振興局 

先進事例調査分析 13名 

基礎講座 ＮＰＯの運営 8名 
9月30日 

実践講座 
千厩地方振興局 

先進事例調査分析 8名 

７ 成果 

事業説明会実施により明確な目的を持った受講者が集まったこと、行政と民間がお

互いの立場を尊重しあいながら話し合いが行われていることは、これまでの講座の

成果であり、このような場を経験することは、今後の活動の中でも重要と考える。 

８ 課題 

指定管理者制度に対する取り組みを、行政及びＮＰＯの両者にとって意義のあるも

のにまとめることが課題である。
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１（１）⑤ 公益信託いわてＮＰＯ基金サポート業務 

 

１ 事業発注者  公益信託いわてＮＰＯ基金 

２ 事業期間   平成16年4月1日から平成17年3月31日 

３ 総括 

昨年度実施した事業報告会を各地域で開催することにより、これまでの当基金の

活用状況が広く周知でき、参加者が申請書を作成する上でも参考になった。 

地域に出向き、実際に活動している団体との話の中で、各団体が抱える課題が判

明し、今後のサポートルームの業務の参考になった。 

事業説明会参加者 97件 

相談件数 18件 

４ 事業目的 

広く県内のＮＰＯ等に特定公益信託いわてＮＰＯ基金の告知を行うとともに、

応募に対しての疑問や質問に的確に答え、応募の促進を図るとともに、広く事業

の募集を図ることを目的とする。 

また同時に「ＮＰＯ出前相談会」を開催し、各地方振興局でＮＰＯに関する相

談業務を行い、ＮＰＯ活動の支援を行う。 

５ 事業概要 

６ 実施内容 

（１）公益信託いわてＮＰＯ基金応募説明会 

① 特定公益信託いわてＮＰＯ基金応募説明会 

（特定公益信託いわてＮＰＯ基金の概要、実施スケジュール、応募要綱、

審査方法と審査基準、これまでの採択事業について） 

② 事例紹介 （過去に採択事業がある地域のみ） 

③ 公開相談会 

④ 個別相談会 

日程 会場 

1 10：00～11：30 盛岡地方振興局 
9月1日（水） 

2 14：00～16：30 宮古地方振興局 

3 10：00～12：15 花巻地方振興局 
9月2日（木） 

4 14：00～16：30 北上・生涯学習センター 

9月3日（金） 5 10：00～12：00 水沢地方振興局 

6 10：00～12：00 千厩農村整備室会議室 

7 10：00～12：30 二戸地方振興局 

8 13：30～15：30 一関・ＮＰＯ法人はずみの里 
9月6日（月） 

9 14：00～16：30 久慈地方振興局 

9月8日（水） 10 10：00～12：00 遠野地方振興局 

9月9日（木） 11 10：00～12：00 大船渡地方振興局 

9月14日（火） 12 14：00～16：30 釜石・＠リアス交流館 

 

（２）公益信託いわてＮＰＯ基金 平成15年度採択事業報告会 

   6団体（展開コース、入門コースそれぞれ3団体）による採択事業の報告 
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７ 成果 

（１）応募説明会の成果 

公開相談を行うことにより、他団体の活動を参考にしたり、活動へのヒントを得

ることができ、広範囲に運営に関するノウハウを修得することができた。 

各地域で事業報告会を実施したことで、参加者には、今後の申請への参考になっ

た。 

また、報告者には、事業の報告を行うことで活動の紹介ができた。 

（２）出前相談会の成果 

① ＮＰＯやボランティアを行っている方が抱える課題や問題を直接聞くことが

できた。 

② 新しく活動を始めたグループの参加もあり、任意団体の掘り起しができた。 

（３）報告会の成果 

① 採択事業の半数を占める盛岡地区で行うことで、広範囲な活動分野における採

択事業の報告が行われた。 

② 参加団体同士の情報交換や交流の場となった。 

８ 課題 

① 参加者から寄せられた課題や問題への対処方法の検討 

② 定期的な相談会の開催や、日常的に相談できる体制づくり 

③ 参加者を増加させるための開催の告知方法の検討と工夫 
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１（１）⑥ さわやか子ども教室事業 

１ 事業発注者 さわやか子ども教室運営協議会 

２ 事業期間  平成１６年７月～平成１７年３月 

３ 総括 

本事業は、今年度は岩手県を含む１０道県において実施され、岩手県においては５

校を基点とした５団体において活動が推進されている。 

父親が、はつらつと投げたり打ったりする姿や、各役割分担を積極的にこなす姿を

子供たちに印象づけることができ、また、地域ぐるみの世代間交流も盛んに行われる

機会となった。 

４ 事業目的 

現在、子どもたちには自ら学び考える力、豊かな人間性、体力など「生きる力」が

求められている。 

この「生きる力」を育むために、学校、家庭、地域が一体となり（特に、30代、

40代の父親を中心に）、子どもたちが自分で考えたり、遊んだりできるようなさまざ

まなプログラムを策定し、活動の推進を図る。 

５ 事業概要 

（１） 岩手県内対象校区は、桜城小学校、北松園小学校、手代森小学校、土淵小学校、   

大宮中学校とする。 

（２） １団体年間５回（月１回平均）以上を目安に実施。 

（３） 開催場所は学校及び公民館を原則とする。 

（４） 各回参加者は、子ども５０人以上、おとなはその３分の１以上を目標にする。 

（５） できるだけ多くの種目（木工、工作、手芸、料理、パソコン、複数のスポーツ

種目）を同時に、または回ごとに組み合わせることにより、父親たちと子供達と

の交流を図る。 

６ 実施内容（これまでの活動状況） 

期間：平成１６年７月～９月 

 

７ 課題 

これまで実施された活動は、学校、団体、地域の反応も概ね好評で、事故もなく、

有意義なものとなった。今後は、この活動が一過性のもので終わらないよう、継続さ

せることが最大の課題である。 

実施団体名 実施日 内容 参加者数 

土淵サポーターズ        7/11 地区対抗親子ドッジボール大会 150 50 

大宮いきいきわくわくクラブ 7/24 めざせ岩手の最高峰 229 184 

大宮いきいきわくわくクラブ 8/18 真夏の夜の親子ゲーム 184 129 

大宮いきいきわくわくクラブ 8/22 ザ･対決ソフトバレー 96 98 

おやじの会 ＤＡＤＤＹ ＷＩＮＤＳ 8/28 北松園夏祭り 150 50 

手代森わくわくチャレンジクラブ 9/4 森林作業体験 25 25 
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《自主事業》 

 

１（１）⑥ ＮＰＯサロン 

 

１ 実施期間  平成15年12月から平成16年9月 

２ 総括 

交流の場として開催しているＮＰＯサロンではあるが、結果的に赤字の事業であり、

運営方法を再検討する必要がある。 

３ 事業目的 

岩手県内の社会貢献活動を主として、行政・企業・ＮＰＯ関係者の交流の場の提

供として実施する。 

４ 事業内容 

〈開催日時およびゲストスピーカー一覧〉 

開催日時 場 所 スピーカー 参加者数 

4月20日 

18：00～20：30 

公会堂21号室 MT＆カンパニー 

代表取締役 及川孝信氏 

13名 

5月25日 

18：00～20：30 

公会堂21号室 コミュニティービジネスセンター 

久保均氏 

21名 

6月22日 

18：00～20：30 

公会堂21号室 賢治の土㈱  

加藤久雄氏 

21名 

7月27日 

18：00～20：30 

公会堂21号室 ＮＰＯ法人三陸ＮＰＯ支援センター 

理事長 荒矢裕二氏  

19名 

8月24日 

18：00～20：30 

公会堂21号室 ベネッツ代表 及川英俊氏 10名 

10月6日 

18：00～20：00 

公会堂11号室 シーズ＝市民活動を支える制度を作

る会 事務局長 松原明氏 

17名 

11月9日 

18：30～20：30 

公会堂23号室 岩手県総合政策室政策推進課 

廣田 淳氏 

12名 

  

５ 成果 

毎回、数名ではあるが新しい参加者があり、少しずつではあるが交流の輪が広が

っていると考える。 

６ 課題 

収支計算を計画的に行い、収支の合うものになるよう、参加者の収集方法を検討

する。 

これまでの参加者とのつながりを今後も継続できるような工夫を行うことが課題

である。 
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１（２）① 地域人材育成モデル事業 

 

１ 事業発注者 岩手県盛岡地方振興局 

 

２ 事業期間  平成15年11月１日～平成16年3月20日（第１期生） 

        平成16年4月１日～平成16年12月18日（第２期～４期生） 

 

３ 総括  

講座を修了した１期生は７団体がＮＰＯ法人で起業し、２期生は２団体がＮＰＯ法人

で起業を行っている。そのほかにも、個人事業や既存の団体での事業化など、講座で学

んだ知識とネットワークを生かし、それぞれが活動を行っている。 

 

４ 事業目的 

今後、雇用拡大が期待される分野として、福祉、介護、子育てなどの地域密着型サー

ビスが期待されるため、ＮＰＯ等での実地研修や経営手法などの習得を通じて、ＮＰＯ

等の地域密着型サービス分野での起業や就職を希望する人材を育成することを目的とし、

セミナーを開催する。 

 

５ 事業概要 

ＮＰＯ概論からＮＰＯ法人設立実務と運営等について学び、講座修了後には、ＮＰＯ

等での起業やＮＰＯ等に就職ができるような講座を開催した。 

 

６ 実施内容 

開催日 時 間 場 所 内 容 参加者数 

11月25日～

２月27日 

9:00～16:10 

（週３回） 

プラザおでって 第１期生開講 33名 

５月15日～

７月30日 

9:00～16:10 

（週３回） 

公会堂 第２期生開講 24名 

 

５月15日～

11月27日 

9:00～16:10 

（毎週土曜日） 

公会堂 第3期生開講 27名 

 

９月10日～

11月27日 

9:00～16:10 

（週３回） 

公会堂 第４期生開講 21名 

 

７ 成果 

（１） 人材育成を行うためのセミナープログラムの構築ができた。 

（２） セミナーを運営するためのノウハウの習得、講師等とのネットワークが築けた。 

（３） 講座の受講生の中から、10団体を超えるＮＰＯ法人が誕生している。 

 

８ 課題 

（１） 効果的な広報 

（２） 講座修了後の受講生へのサポート 




